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熊本地方裁判所委員会（第３３回）議事概要  

 

日 時 平成２７年１１月１１日（水）  

午後１時３０分～午後３時３０分  

場 所 熊本地方裁判所大会議室  

テーマ 裁判所における災害対策  

出席者  

（委   員）池田和隆，稲本信広，大日方信春，古城里見，後藤眞理

子，濱田泰之，一木文智，粢田誠，古井延武，三井良子，

宮川いつ子，山口和也（五十音順，敬称略）  

（説 明 者）澤谷裁判官，吉良庶務課長，永野総務課長，澤津橋会計

課長  

（事務担当者）渡邉事務局長，日野事務局次長，永野総務課長  

議事要領  

第１ 開会  

第２ 所長挨拶  

第３ 新任委員紹介  

題４ 議事  

 １ 平成２７年５月２６日実施の熊本地方裁判所委員会後の広報活動

の状況について説明  

 ２ 平成２６年度及び２７年度の防災に関する取組について説明  

 ３ 消防計画の概要について説明  

 ４ 庁舎施設の災害に対する備えについて説明  

 ５ 災害備蓄品の紹介  

 ６ 業務継続計画について説明  

 ７ 意見交換及び質疑応答【●＝委員長，○＝委員，■＝説明者】  

 ● 会計課長から，裁判所において実施，又は他機関の主催する

訓練への参加例等について説明があったが，これ以外に効果的
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な訓練を実施し，又は参加したという例があればご紹介いただ

きたい。  

 ○ 私の所属する職場は高等学校であることから，年に１回火災

の発生を想定して避難訓練を実施している。訓練の内容はオー

ソドックスなものであり，火災発生後，安全を確保しながら体

育館へ避難するという内容である。ただし，当校で体育館を避

難場所としているのは，当校にはグラウンドがないためである。 

 ○ 私の勤務する病院では，定期的に消防訓練を実施している。

訓練には，消防署の方にも参加していただき，訓練後に消防署

員から訓練に関する講評をいただいている。講評においてなさ

れた指摘等を踏まえて入院患者等をどうやって避難させるか，

特に上層階にいる患者をどのようにして避難させるかといった

ことを試行しながら訓練を行っている。  

大規模地震が発生した場合の訓練については，病院という性

質上，避難というよりも，むしろ被災者の受入をどのように行

うのかといった点について，県も共同して検討を行っている状

況である。  

 ○ 先程，災害備蓄品を見せていただいたが，気付いた点として

小児用の備蓄品の整備，例えば粉ミルクや紙おむつなどといっ

たものの整備がなかった。被災時には小児や乳幼児等を伴って

くる方もおられると思うので，今後検討いただければと思う。  

 ○ 先程，裁判所の備蓄品を拝見させていただいたが，備蓄品の

中に女性用品がないことも気になった。各職場において備蓄品

を備え置いていることと思うが，地域ごとに防災倉庫を設置し，

そこに災害備蓄品を備え置いてあることをご紹介しておきたい。

裁判所の所在する壺川校区だと市の管理する公園に備蓄倉庫が

設置されている。  

訓練については，単一の組織だけの訓練ではなく，複数機関
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による合同訓練を行った方がより効果的であると思われる。裁

判所も地域と一緒に訓練を実施し，連携を図ってみてはどうか。 

 ● 検察庁においてはどのような対策を行っているのかご紹介い

ただきたい。  

 ○ 年に１回地震と火災を想定した総合防災訓練を実施している。

内容としては，災害が発生してから５分以内に避難し，その後

講評を行い，ＡＥＤの操作訓練等も行っている。その他に安否

確認の訓練を実施している。検察庁は，民間業者の安否確認メ

ールサービスを活用しており，八代，山鹿，玉名，天草等の各

支部との間で，台風が接近した機会等を捉えて安否確認訓練を

実施している。最初の頃は，民間業者から配信される安否確認

メールに対して，返信をしてこない職員も多かったが，今では

直ぐに返信がされるようになっている。  

 ● 安否確認の結果は集約されているのか。  

 ○ 契約をしている民間業者が結果を集約し，報告してくる。  

 ○ 私の職場も検察庁と同じく，民間業者と契約して，安否確認

のメールを活用している。また，災害時用の携帯電話をＢＣＰ

要員に持たせている。私は，職場においてＢＣＰを担当する部

署に所属していることもあり，ＢＣＰの検討についての経験が

ある。ＢＣＰ訓練は，初動対応を行い，実際に定められた手順

どおりに行動ができたか，その結果を評価し，それを文書化し

て還元するという手順で行っている。また，非常時参集要員に

ついては，実際に被災し，交通機関等が寸断された場合を想定

し，自宅から職場まで徒歩でどのくらいの移動時間を要するか

検証する訓練も行っている。  

     この他に，当社は支店が１２０店舗あり，毎月１回防災設備

が災害時に作動するか点検を行っている。更に，支店単位での

訓練も実施している。  
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 ● ＢＣＰの内容を文書化し，それをどのように周知しているの

か。  

 ○ 文書化した内容を職員に周知するのは難しいが，当社では訓

練を実施して，手順書と比べて，実際の行動でどの点が違って

いたのかを指導して，理解させている。また，行動マニュアル

を各セクションに備え置き，他のファイルと色分けして見易い

ようにするなど工夫をしている。  

 ○ 私の職場では，今年の夏に台風が接近したときに，出勤時間

を遅らせたことがあった。また，自家発電機を作動させたが，

設置されている発電機のうち四分の一は，作動しないことが判

明した。この経験から，機械設備等については，必要時にしっ

かりと作動するか，日常から確認等を行う必要があることを認

識した。  

     病院の場合，災害備蓄品は最低でも３日分，できれば７日分

を備蓄することが望ましいと指導されている。備蓄品の内容に

ついては，裁判所で備えている物は，全て備えているほか，子

供用の備蓄品も備えている。また，消費期限切れ前の物につい

ては，試食等を行うこともある。  

○ ＳＮＳ等を見ると，地震発生の際にパソコンの被害が発生し

たという事例も見られたので，そのような事例等を参考にして，

訓練や対策を検討してはどうか。  

 ○ 熊本地裁の想定する地震の強さは，震度６程度だということ

であるが，そのような規模の地震であれば，現在の災害備蓄品

の量では少ないのではないか。また，そのような強度の地震に

この建物は耐えられるのか。  

■ 建物は，耐えられる強度になっている。また，災害備蓄品は，

帰宅困難者や近隣から一時的に避難してきた人たちを対象とし，

その人達が所定の避難場所へ避難するまでの応急的なものとし
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て想定しおり，物量的には必要数を満たしていると認識してい

る。  

 ○ 私の会社は，火災訓練のみ実施している。訓練には防火設備

会社の職員に立ち会っていただき，訓練後に防火設備会社職員

から講評を受けている。講評の中では厳しいコメントをいただ

くこともある。そのようなことを重ねて，実際の対応の精度を

上げてきている状況である。裁判所も新たな訓練を取り入れる

ばかりではなく，同じ訓練を継続して，その精度高めていくと

いうことでもよいのではないか。  

 ○ 私は，仕事柄裁判所で用務を行うことが多いが，法廷中に停

電し，暗くなるとどのように行動すればよいのか，分からない。

裁判所に来慣れている私以上に，初めて裁判所を訪れる人は，

どこに逃げればよいのか分からず混乱すると思う。そのために，

案内板をもっと設置したほうがよいのではないか。  

 ● 裁判所では，先に裁判員裁判開廷中に地震が発生したことを

想定した法廷避難シミュレーションを実施した。検察庁や弁護

士会にも参加していただいたので，その内容や結果を参考にし

てもらいたい。  

第５ 次回開催日  

   平成２８年５月１８日（水）午後１時３０分～午後３時３０分  

第６ 次回のテーマ  

   ＤＶ事件について  


